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(57)【要約】
【課題】簡易な構造で画像表示装置本体の表示面から塵
埃を除去できる表示面保護カバー及びこれを備える画像
表示装置を提供する。
【解決手段】表示面保護カバー１０は、画像表示装置本
体２０の表示面２３との間に間隙部３１を設けて表示面
２３を透視自在に被覆し、間隙部３１の周囲を全域にわ
たって囲いつつ画像表示装置本体２０に装着自在に構成
されている。表示面保護カバー１０は、間隙部３１と外
部空間３３とを連通させる少なくとも１個の開口部１３
を備えている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置本体の表示面との間に間隙部を設けて前記表示面を透視自在に被覆し、前
記間隙部の周囲を全域にわたって囲いつつ前記画像表示装置本体に装着自在に構成され、
前記間隙部と外部空間とを連通させる少なくとも１個の開口部を備える、表示面保護カバ
ー。
【請求項２】
　前記開口部は、上端部及び下端部に少なくとも１個ずつ設けられる、請求項１に記載の
表示面保護カバー。
【請求項３】
　前記開口部は、複数備えられ、
　複数の前記開口部は、前記開口部から前記間隙部内へ吹き入れる気流が発生した場合に
前記間隙部内の空気が前記表示面に沿って一方向に循環するように構成される、請求項１
又は２に記載の表示面保護カバー。
【請求項４】
　前記表示面の周囲のベゼルに沿った多角形に形成されて複数の角部を有し、
　前記開口部は、前記複数の角部のうち最も近傍の角部の方へ傾斜した角側傾斜部を、前
記開口部の長さ方向における少なくとも前記間隙部側の端部に有する、請求項１又は２に
記載の表示面保護カバー。
【請求項５】
　前記開口部は、前記開口部を通って前記間隙部内へ吹き入れる気流が発生した場合に、
前記気流が前記間隙部内の少なくとも２方向へ拡散されるように形成される、請求項４に
記載の表示面保護カバー。
【請求項６】
　前記開口部は、前記画像表示装置本体に装着するための孔部と共用される、請求項１か
ら５のいずれかに記載の表示面保護カバー。
【請求項７】
　画像表示装置本体と、
　請求項１から６のいずれかに記載の表示面保護カバーと、を備える画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、画像表示装置本体の表示面を保護するように画像表示装置本体に装着され
る表示面保護カバー及びこれを備える画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像表示装置本体の表示面に塵埃が付着すると、表示面に表示される画像が不鮮明にな
る。このため、表示面を定期的に清掃することが望まれる。例えば、筺体内から、表示面
の全周に設けられた空気吹き出し口を通して、表示面へ空気を吹き出すことで、表示面に
付着する塵埃を除去する技術が知られている（例えば、特許文献１参照。）。特許文献１
に記載の画像表示装置本体の表示面は、外部に露出している。
【０００３】
　近年、公共空間における情報表示用途、アミューズメント用途、及び業務用途等で、視
聴者の目線高さに画像表示装置が設置されることがあり、この場合、画像表示装置本体の
表示面を保護するために表示面保護カバーが備えられることが多い。従来の表示面保護カ
バーは、表示面との間に間隙部を設けて表示面を被覆し、間隙部を密閉するように画像表
示装置本体に装着される。間隙部を密閉することで、間隙部に塵埃が入らないように意図
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２６６７３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、表示面保護カバーが実際の設置現場で画像表示装置本体に装着される場合、表
示面と表示面保護カバーとの間隙部に塵埃が入って塵埃が表示面に付着してしまうことが
ある。従来の表示面保護カバーでは、間隙部が密閉されているので、表示面に付着した塵
埃を外部から除去することはできない。塵埃を表示面から除去するために表示面保護カバ
ーを画像表示装置本体から取り外すと、さらに別の塵埃が間隙部に入って表示面に付着し
てしまうので、従来の表示面保護カバーでは、表示面から塵埃を除去することは困難であ
る。
【０００６】
　なお、特許文献１に記載の技術は、表示面が外部に露出した画像表示装置本体に適用さ
れたものであり、画像表示装置本体の改造が必要となる。即ち、特許文献１に記載の技術
では、画像表示装置本体の筺体内にファンモータを備える必要がある。このため、画像表
示装置本体の構造の複雑化、大型化、及びコストの高騰の虞がある。
【０００７】
　この発明の目的は、簡易な構造で画像表示装置本体の表示面から塵埃を除去できる表示
面保護カバー及びこれを備える画像表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の表示面保護カバーは、画像表示装置本体の表示面との間に間隙部を設けて表
示面を透視自在に被覆し、間隙部の周囲を全域にわたって囲いつつ画像表示装置本体に装
着自在に構成され、間隙部と外部空間とを連通させる少なくとも１個の開口部を備える。
【０００９】
　この構成では、表示面保護カバーを画像表示装置本体に装着した状態で、開口部から間
隙部内に空気を吹き入れることで、表示面に付着していた塵埃は表示面から剥がれて落下
する。
【００１０】
　上述の構成において、開口部は、上端部及び下端部に少なくとも１個ずつ設けられるよ
うに構成することができる。
【００１１】
　この構成では、上端部の開口部から間隙部内へ空気を吹き入れ、下端部の開口部から間
隙部内の空気を吸い出すことで、表示面から剥がれ落ちた塵埃を間隙部内の空気とともに
外部空間へ吸い出すことができる。
【００１２】
　また、開口部は、複数備えられ、複数の開口部は、開口部から間隙部内へ吹き入れる気
流が発生した場合に間隙部内の空気が表示面に沿って一方向に循環するように構成するこ
とができる。
【００１３】
　この構成では、表示面のより広い領域、好ましくは全域から、塵埃を剥がし取ることが
できる。
【００１４】
　さらに、表示面の周囲のベゼルに沿った多角形に形成されて複数の角部を有し、開口部
は、複数の角部のうち最も近傍の角部の方へ傾斜した角側傾斜部を、開口部の長さ方向に
おける少なくとも間隙部側の端部に有するように構成することができる。
【００１５】
　この構成では、表示面の角部に付着した塵埃も表示面から剥がし取ることができる。
【００１６】



(4) JP 2016-118662 A 2016.6.30

10

20

30

40

50

　また、開口部は、開口部を通って間隙部内へ吹き入れる気流が発生した場合に、気流が
間隙部内の少なくとも２方向へ拡散されるように形成されるように構成することができる
。
【００１７】
　この構成では、表示面のより広い領域から塵埃を剥がし取ることができる。
【００１８】
　さらに、開口部は、画像表示装置本体に装着するための孔部と共用されるように構成す
ることができる。
【００１９】
　この構成では、表示面から塵埃を除去する際には、孔部からビスを抜き取って孔部から
間隙部内へ空気を吹き入れ、画像表示装置本体の使用時には孔部にビスを挿入して孔部を
塞ぐことで、外部空間から間隙部へ新たな塵埃が入らないようにすることができる。
【００２０】
　この発明の画像表示装置は、画像表示装置本体と、上述のいずれかの構成の表示面保護
カバーと、を備える。
【００２１】
　この構成では、表示面保護カバーを画像表示装置本体に装着した状態で、開口部から間
隙部内に空気を吹き入れることで、表示面に付着していた塵埃は表示面から剥がれて落下
する。
【発明の効果】
【００２２】
　この発明によれば、簡易な構造で画像表示装置本体の表示面から塵埃を除去することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】この発明の第１実施形態に係る表示面保護カバーを備える画像表示装置の斜視図
である。
【図２】画像表示装置本体から取り外された状態の表示面保護カバーの側面断面図である
。
【図３】画像表示装置本体に装着された状態の表示面保護カバーの側面断面図である。
【図４】第２実施形態に係る表示面保護カバーの側面断面図である。
【図５】第２実施形態に係る表示面保護カバーの正面断面図である。
【図６】第３実施形態に係る表示面保護カバーの正面断面図である。
【図７】第４実施形態に係る表示面保護カバーの正面断面図である。
【図８】第５実施形態に係る表示面保護カバーの正面断面図である。
【図９】第６実施形態に係る表示面保護カバーの一部の正面断面図である。
【図１０】第７実施形態に係る表示面保護カバーの一部の正面断面図である。
【図１１】第８実施形態に係る表示面保護カバーの一部の側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１～図３に示すように、この発明の第１実施形態に係る表示面保護カバー１０を備え
る画像表示装置１は、画像表示装置本体２０をさらに備える。
【００２５】
　画像表示装置本体２０は、表示パネル２１、及びベゼル２２を有する。ベゼル２２は、
表示パネル２１の周囲に取り付けられている。一例として、表示パネル２１は、液晶表示
パネルである。画像表示装置本体２０は、多角形に形成されている。一例として、画像表
示装置本体２０は、長方形に形成されている。表示パネル２１の正面のうち、ベゼル２２
で囲まれた部分が、表示面２３である。
【００２６】
　表示面保護カバー１０は、保護パネル１１及び枠体１２を備え、ベゼル２２に沿った外
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形を有して画像表示装置本体２０と同形の多角形に形成されている。この第１実施形態に
係る表示面保護カバー１０は、長方形に形成されている。表示面保護カバー１０は、長方
形に形成されることで複数の角部を有している。
【００２７】
　保護パネル１１は、保護パネル１１を通して表示面２３を視認可能なように、透明部材
で構成されている。一例として、保護パネル１１は、ガラス製である。
【００２８】
　枠体１２は、保護パネル１１の外縁部に沿った、上辺部１２１、下辺部１２２、左辺部
１２３、及び右辺部１２４を有する。枠体１２は、保護パネル１１の外縁部を全周にわた
って保持し、保護パネル１１の主面に直交する一方向へ全周にわたって突出している。
【００２９】
　表示面保護カバー１０は、枠体１２がシール部材３２を挟んでベゼル２２に取り付けら
れることで、画像表示装置本体２０に装着される。
【００３０】
　表示面保護カバー１０は、保護パネル１１と表示面２３との間に間隙部３１を設けて表
示面２３を透視自在に被覆するように画像表示装置本体２０に装着される。表示面保護カ
バー１０が画像表示装置本体２０に装着された状態において、間隙部３１の周囲は全域に
わたって枠体１２に囲われる。
【００３１】
　枠体１２は、少なくとも１個の開口部１３を有する。この第１実施形態に係る表示面保
護カバー１０では、開口部１３は、枠体１２の上辺部１２１に複数個設けられている。開
口部１３は、間隙部３１と外部空間３３とを連通させる。開口部１３は、エアーノズル３
４を挿入できる大きさに形成されている。表示面保護カバー１０は、画像表示装置本体２
０に装着された状態において開口部１３が閉じられた場合は、間隙部３１が密閉されるよ
うに構成されている。
【００３２】
　表示面保護カバー１０を画像表示装置本体２０に装着した状態で、開口部１３からエア
ガン等のエア注入装置のエアーノズル３４を挿入し、開口部１３から間隙部３１内に空気
を吹き入れることで、間隙部３１内に気流が発生し、表示面２３に付着していた塵埃は表
示面２３から剥がれて落下する。したがって、簡易な構造で画像表示装置本体２０の表示
面２３から塵埃を除去することができる。
【００３３】
　表示面２３から塵埃を除去する清掃作業を終了した後は、開口部１３はテープの貼付等
によって栓され、間隙部３１への空気や塵埃の進入が防がれる。
【００３４】
　また、画像表示装置本体２０から表示面保護カバー１０を取り外さなくても表示面２３
から塵埃を除去できるので、画像表示装置本体２０に表示面保護カバー１０を装着するた
めにクリーンブースを設置する必要がなく、作業性がよい。
【００３５】
　なお、エア注入装置は、フィルターを通して塵埃を除去した空気を間隙部３１内に吹き
入れるように構成されていることが好ましい。
【００３６】
　図４及び図５に示すように、第２実施形態に係る表示面保護カバー１０Ａは、枠体１２
の上辺部１２１に加えて下辺部１２２にも、開口部１３を少なくとも１個ずつ備えている
点を除いて、第１実施形態に係る表示面保護カバー１０と同様に構成されている。
【００３７】
　上辺部１２１は表示面保護カバー１０Ａの上端部に相当し、下辺部１２２は下端部に相
当する。一例として、開口部１３は、上辺部１２１及び下辺部１２２に、複数個ずつ設け
られている。
【００３８】
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　上辺部１２１の開口部１３から間隙部３１内へ空気を吹き入れ、下辺部１２２の開口部
１３からエア吸引装置３５で間隙部３１内の空気を吸い出すことで、表示面２３から剥が
れ落ちた塵埃を間隙部３１内の空気とともに外部空間３３へ吸い出すことができる。これ
によって、より効率良く表示面２３から塵埃を除去することができる。
【００３９】
　図６に示すように、第３実施形態に係る表示面保護カバー１０Ｂは、上辺部１２１及下
辺部１２２に加えて、左辺部１２３及び右辺部１２４にも、開口部１３を少なくとも１個
ずつ備えている点を除いて、第２実施形態に係る表示面保護カバー１０Ａと同様に構成さ
れている。一例として、開口部１３は、上辺部１２１、下辺部１２２、左辺部１２３、及
び右辺部１２４に、複数個ずつ設けられている。
【００４０】
　例えば、表示面保護カバー１０Ｂでは、次のように作業される。上辺部１２１の開口部
１３から間隙部３１内へ空気を吹き入れ、下辺部１２２の開口部１３からエア吸引装置３
５で間隙部３１内の空気を吸い出す。さらに、左辺部１２３の開口部１３のうち上側に設
けられた開口部１３、及び右辺部１２４の開口部１３のうち上側に設けられた開口部１３
からは間隙部３１内へ空気を吹き入れ、左辺部１２３及び右辺部１２４のその他の開口部
１３からは間隙部３１内の空気を吸い出す。これによって、より隅々までかつより効率良
く表示面２３から塵埃を除去できる。
【００４１】
　図７に示すように、第４実施形態に係る表示面保護カバー１０Ｃは、互いに異なる方向
に設けられた複数の開口部１３を備え、複数の開口部１３は、開口部１３から間隙部３１
内へ吹き入れる気流が発生した場合に間隙部３１内の空気が表示面２３に沿って一方向に
循環するように構成されている点を除いて、第１実施形態に係る表示面保護カバー１０と
同様に構成されている。
【００４２】
　好ましくは、表示面保護カバー１０Ｃは、上辺部１２１、下辺部１２２、左辺部１２３
、及び右辺部１２４のうち少なくとも２個の辺部に、少なくとも１個ずつ開口部１３を備
えている。より好ましくは、表示面保護カバー１０Ｃは、上辺部１２１、下辺部１２２、
左辺部１２３、及び右辺部１２４に、開口部１３を１個ずつ備えている。
【００４３】
　より好ましくは、表示面保護カバー１０Ｃは、上辺部１２１、下辺部１２２、左辺部１
２３、及び右辺部１２４に、開口部１３を１個ずつ備え、辺部１２１～１２４のそれぞれ
の開口部１３は、辺部１２１～１２４のそれぞれの互いに離間する端部に設けられている
。具体的には、表示面保護カバー１０Ｃは、上辺部１２１の右端部、下辺部１２２の左端
部、左辺部１２３の上端部、及び右辺部１２４の下端部に、開口部１３を備えている。な
お、表示面保護カバー１０Ｃは、上辺部１２１の左端部、下辺部１２２の右端部、左辺部
１２３の下端部、及び右辺部１２４の上端部に、開口部１３を備えるように構成すること
もできる。
【００４４】
　表示面保護カバー１０Ｃでは、開口部１３から間隙部３１内へ空気を吹き入れることで
、間隙部３１内の空気を表示面２３に沿って一方向に循環させる。
【００４５】
　表示面保護カバー１０Ｃによれば、間隙部３１内の空気を表示面２３に沿って一方向に
循環させることで、表示面２３のより広い領域、好ましくは全域から、塵埃を剥がし取る
ことができる。
【００４６】
　図８に示すように、第５実施形態に係る表示面保護カバー１０Ｄは、図７に示す表示面
保護カバー１０Ｃの開口部１３に加えて、辺部１２１～１２４のそれぞれにおいて隣り合
う辺部１２１～１２４に設けられた開口部１３の近傍を除く部分に、開口部１３と同様の
開口部１４を少なくとも１個ずつ辺部１２１～１２４に備えている。具体的には、表示面
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保護カバー１０Ｄは、上辺部１２１のうちの左端部を除く部分、下辺部１２２のうちの右
端部を除く部分、左辺部１２３のうちの下端部を除く部分、及び右辺部１２４のうちの上
端部を除く部分に、開口部１３，１４を備えている。
【００４７】
　表示面保護カバー１０Ｄでは、開口部１３から間隙部３１内へ空気を吹き入れ、開口部
１４からは間隙部３１内の空気を吸い出す。
【００４８】
　表示面保護カバー１０Ｄによれば、間隙部３１内の空気を表示面２３に沿って一方向に
循環させることで表示面２３のより広い領域から塵埃を剥がし取ることができ、かつ表示
面２３から剥がれ落ちた塵埃を間隙部３１内の空気とともに外部空間３３へ吸い出すこと
ができる。
【００４９】
　また、空気を吹き入れる開口部１３の近傍には、空気を吸い出す開口部１４が設けられ
ていないことで、間隙部３１内の空気を表示面２３に沿って一方向に、より円滑に循環さ
せることができる。
【００５０】
　図９に示すように、第６実施形態に係る表示面保護カバー１０Ｅでは、開口部１３は、
枠体１２によって形成される複数の角部のうち最も近傍の角部１５の方へ傾斜した角側傾
斜部１３１を、開口部１３の長さ方向における少なくとも間隙部３１側の端部に有する。
【００５１】
　角側傾斜部１３１は、開口部１３が設けられた辺部１２１～１２４に直交する方向に対
して角度α、最も近傍の角部１５の方へ傾斜している。
【００５２】
　表示面保護カバー１０Ｅによれば、開口部１３から間隙部３１内へ空気を吹き入れるこ
とで、角部１５にまで気流が行き届きやすいので、表示面２３の角部１５に付着した塵埃
も表示面２３から剥がし取ることができる。
【００５３】
　図１０に示すように、第７実施形態に係る表示面保護カバー１０Ｆでは、開口部１３は
、開口部１３を通って間隙部３１内へ吹き入れる気流が発生した場合に、気流が間隙部３
１内の少なくとも２方向へ拡散されるように形成される。一例として、開口部１３は、開
口部１３の長さ方向における間隙部３１側の端部に、角側傾斜部１３１、及び角側傾斜部
１３１とは反対側へ傾斜した中央側傾斜部１３２を有する。なお、３方向以上に吹き入れ
る構成や、円錐形に吹き入れる構成にすることもできる。
【００５４】
　表示面保護カバー１０Ｆによれば、表示面２３のより広い領域から塵埃を剥がし取るこ
とができる。
【００５５】
　図１１に示すように、第８実施形態に係る表示面保護カバー１０Ｇは、開口部１３が、
表示面保護カバー１０Ｇを画像表示装置本体２０に装着するための孔部３６と、共用され
るように構成されている。
【００５６】
　表示面保護カバー１０Ｇでは、開口部１３に雌ねじが切られている。表示面保護カバー
１０Ｇは、画像表示装置本体２０に、取付金具３７によって装着される。取付金具３７の
一端部は画像表示装置本体２０にビスによって取り付けられ、他端部にビスを挿入するた
めの孔部３６を有している。孔部３６が開口部１３と連通するように取付金具３７が枠体
１２に重ねられ、孔部３６を通して開口部１３にビス３８が取り付けられることで、表示
面保護カバー１０Ｇが画像表示装置本体２０に装着される。表示面保護カバー１０Ｇは、
複数の開口部１３を有し、複数の取付金具３７で、表示面保護カバー１０Ｇが画像表示装
置本体２０に装着される。
【００５７】
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　表示面２３から塵埃を除去する際には、孔部３６からビス３８を抜き取って孔部３６及
び開口部１３を通して間隙部内へ空気を吹き入れ、画像表示装置本体２０の使用時には孔
部３６及び開口部１３にビス３８を挿入して孔部３６及び開口部１３を塞ぐことで、外部
空間３３から間隙部３１へ新たな塵埃が入らないようにすることができる。
【００５８】
　取付金具３７は複数の孔部３６を有しているので、取付金具３７が有する複数の孔部３
６のうち一部の孔部３６からビス３８を抜き取っても、取付金具３７が表示面保護カバー
１０Ｇから外れることはない。
【００５９】
　上述の実施形態のそれぞれの技術的特徴を互いに組み合わせることで、新たな実施形態
を構成することが考えられる。
【００６０】
　上述の実施形態の説明は、すべての点で例示であって、制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上述の実施形態ではなく、特許請求の範囲によって示
される。さらに、本発明の範囲には、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべ
ての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【００６１】
　１　画像表示装置
　１０，１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆ，１０Ｇ　表示面保護カバー
　１１　保護パネル
　１２　枠体
　１３，１４　開口部
　２０　画像表示装置本体
　２１　表示パネル
　２２　ベゼル
　２３　表示面
　３１　間隙部
　３３　外部空間
　３６　孔部
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